
「多波長全天イメージによる、天の川銀河の理解を進める

デジタルプラネタリウムの教育的活用
平塚市博物館 鳫（がん）宏道

赤外線天文衛星「あかり」などさまざまな波長による全天マッピングのデータ、VERAなどによる電波天体の位置情報や電波サーベイのデータをデジタルプラネタリウム

に組み込み、いくつかの波長を組み合わせて投影することで、銀河系内の分子雲の構造、星形成領域から超新星残骸の分布などを表示できるようになった。また、最

新の情報による銀河系模型の製作も興味深い進展を見せている。これらの実践について報告し、あわせて一般市民の興味関心の度合いや理解度についてとったア

ンケートから、興味関心を高めるにはどのようなアプローチのしかたが必要か、考えを述べる。

プラネタリウムと天の川 全天画像マッピング

プラネタリウムに映し出した多波長天の川銀河

デジタルプラネタリウムに
画像を流し込む

多波長でのエイトフ図法などの銀河画像

平塚のプラネタリウムで投影している天の川。
約4000万個の恒星データを使用している。

「最も先進的プラネタリウム」とギネスに認定さ
れた多摩六都科学館のプラネタリウム。
投影している天の川は約1億4000万個の恒星
データを使用している。

「最も先進的」と考えられるのは、三
次元のマッピングが、天の川銀河全域
ででき、多波長で集めたデータを展開
して星形成からの進化を追えるように
なること。

planck
408MHz ROSAT2MASS

This document is provided by JAXA.



違う波長のイメージを重ねると見えてくるもの 一般にどれだけ理解されたか

成果をしっかり理解してもらうための取り組み
CO＋ROSAT+O+Cepheid+銀河座標

天の川銀河の模型（制
作中）は、右図をもとに
して立体化するもので
す。天の川銀河を直径
3mにまで縮めてある
（3亥分の1）。

制作は市民天文サー
クル活動の一環として
進めている。

プラネタリウムで投影
している天の川銀河。
太陽から5kpc内のO

型星、セファイド等を
重ねて投影している。
地上から銀河系外ま
で連続して移動できる。
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